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法政大学図書館司書課程
メディア情報リテラシー研究 第4巻2号、025-031

特集：デジタル・シティズンシップ教育最前線

南八下のよさを発信しよう!! マイタウンプロジェクト

和泉智人
堺市立南八下小学校

1．はじめに
　
　本校は堺市東区にある学校で、南海高野線「初芝」駅から北東に約 1.3㎞のところに位置して
いる。明治 6年に創設され、2022年には創立 150周年を迎えた歴史のある学校である。学校の
北側へ少し足を進めるとすぐに昔ながらの田園風景が広がる堺でも珍しい町である。祖父母が近
所に住み、親子 3世代に渡って本校に在籍している児童も少なくない。地域の方々も教育を大
切にする思いが強く、多くの地域の方々がさまざまな教育活動に参加している。本校の児童はそ
んな地域の方々に見守られながら、毎日生活を送っている。今回はそんな児童らがさまざまな形
で地域の方と交流することで、我が町のよさを体感し、それをさまざまな形で発信しようと主体
的に取り組んだ活動の記録である。
　
2．ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて
　
　本校は堺市から総合的な学力向上研究校に指定され、「GIGAスクール構想の実現」に向けて
取組を進めてきた。1人 1台端末の時代を迎え、ICT端末をどう活用していくかというのは現場
の大きな課題となった。学校の組織を再編成し、GIGA委員会を立ち上げた。「ICT端末を授業
で効果的に活用することで、児童が主体的に学習に取り組み、結果的に児童の学力を向上させる
ことができる。」という仮説を立て、研究に取り組んだ。児童らは、ICT端末の活用を積極的に
進め、どんどん情報活用スキルを身に付けていった。ときに児童から ICT端末の操作方法につ
いて本校教員が教えてもらう場面もあった。児童らは情報活用スキルを教員よりも比べものにな
らないスピードで習得していった。児童らが ICT端末を多岐に渡って使用するにあたり、本校
教員は児童らの情報モラル教育の必然性を強く感じていた。しかし、従前の情報モラル教育で
は、ICT端末の危険性を児童らに伝えるばかりで、児童らが ICT端末を前向きに活用していく
ことから遠ざけていくのではないかと懸念していた。学校として、いったい情報モラル教育につ
いて、どう取り組んでいったらいいのか分からない状況だった。そんな折、デジタルシティズ
ンシップ教育（以降 DCと表記）という言葉に出会った。本校の課題解決に向けて取り組むべ
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き教育活動だと感じた。しかし、本校の教育内容の中で、どの教科、どの単元、どの時間で DC

に取り組むのか非常に難しい問題であった。現在の過大化した教育内容でそもそも DCに特化
して時間を設定することは難しい。そこで、学校として文部科学省が示している「情報モラル指
導モデルカリキュラム」を元に本校独自で指導計画を作成した。現在はこの指導計画を元に学校
全体で DCを進めている。（図 1）
　今回は総合的な学習の時間の取組の中で、必要に応じて計画的に DCを取り入れたものであ
る。一つのロールモデルとしてこれから実践される取組の一助となれば幸いである。

　
　
　
　
　

3．南八下のよさを発信しよう！！ マイタウンプロジェクト
　
（1）指導に当たって
〇総合的な学習の時間に関する取組
　本単元「マイタウンプロジェクト」では、「南八下」の魅力を見つける活動を通して、地域の
様々な場所や人々と出会う中で、人々の思いや願いに気づき、児童一人ひとりが地域に対して愛
着をもって行動できるようになってほしいという思いをもって取り組んだ。
　そこで、第一次『南八下の魅力って何だろう。』第二次『南八下のもっと深い魅力は何だろう。』
第三次『南八下のためにできることは何だろう。』と設定し、学習を進めた。第三次では、校内
清掃やコミュニティ新聞の記事作成、地域の掲示板や駅内のポスター、地域会館や授業参観での
保護者や地域の方に向けた発表会を行った。
〇デジタルシティズンシップ教育に関する取組
　総合的な学習の時間における調べ学習の際には、情報の信憑性やフェイクニュース、著作権に

図１　令和４年度　情報モラル年間指導計画（中学年）
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ついて触れてきた。その他、保健「けんこうな一日」と関連づけてメディアバランスについて、
国語「引用の仕方」や自主学習と関連づけて著作権に対する考え方、道徳と関連づけてオンライ
ンゲームにおけるコミュニケーションなどについて学習を進めてきた。
　本単元では、最終的に自分たちが調べたり、見たり聞いたりして、わかったことや思ったこと
をいろいろな形で伝え合う活動を行った。その際に、DCとして情報モラルに関する内容で特に
以下のことを目標にして授業を行った。
　
　○インターネットを活用して町の魅力を発信することで、自分の行動が他者や世界の人に
与える影響や責任について考え、地域社会の中でよりより行動がとれるよう一人ひとりの意
識を高めることができる。
　〇インターネットを用いて地域の情報を発信する際に、だれに対して何を発信し、相手に
どのような影響を与えるのか話し合い、様々な視点から考えることができる。

　

（2）単元計画
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4．本実践に関する成果と課題
　
　現状の教育課程の中で、小学校において「情報」という教科はない。学習内容について、きっ
ちり実施するだけで精一杯の状況である。その中で、情報モラルについてどのように指導するか
が重要となる。
　単元全体の学習計画を見通し、そこで情報を扱うというところで児童に身に付けさせたい力を
明確にし、必要に応じて指導していくことが大切となる。今回、子どもたちは自分たちの町のこ
とについて調べ学習を行っていく中で、自分たちの町の取組、歴史、会社などさまざまなことに
触れて、どんどん自分たちの町のことが好きになっていった。その思いが、自分たちの町のため
に何かできることはないかという思いにつながり、いろいろな形で自分たちの町のことについて
発信しようということになった。子どもたちの主体性から学習活動が進んでいき、自分たちの町
のことについて発信したいという思いにつながっていった。そこで、「責任のある発信」「肖像
権」「引用」「著作権」などを学ぶ必然性が発生し、子どもたちはより主体的に「情報」について
学ぶことができた。上記の振り返りにあるように子どもたちの中でホームページを作成するとき
の新たな視点が生まれ、ホームページの内容がどんどん変化していくことにつながった。小学校
年代で「情報」について学ぶためには、単元全体の学習計画について指導者が見通した中で、情
報活用能力を育成するために、「何を」「どのように」学ぶかということを意識しながら学習を進
めていくことが重要である。そして、中学高校年代へとつなげていくことが小学校の役目となる。
　図 2、図 3については、そのように学習計画を進めていった 3年生が情報モラルについてのど
のような意識を持っているかについて調査したものである。情報モラルに関するアンケート（令
和 4年度末頃実施）の肯定率が堺市平均と比べ、非常に高い結果となった。少しずつではある
が、コツコツとそのような情報モラルに関する指導を繰り返していくことが今、小学校年代で求
められる情報モラル教育のありようではないかと考えている。子どもたちが情報に関わる際に、
自然と「立ち止まる」「どうすればいいか考える」「相談する」の 3つのステップで考えられる
ような姿が見られることを楽しみにしながら取組を続けていきたいと思う。
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図2　他の人の情報を使うときには、その許可をとってい
ますか。

図3　情報を発信するときには、その情報が残ったり、広
がったりする危険性があることを理解していますか。
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